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ドス トエ フ ス キ ー と ス ウ ェ
ー デ ン ボ ル グ

一 Czeslaw　Milosz の 論 文 を読ん で 一

中　 村　健　 之 　介

　 ，II．グ ロ ス マ ン の 作製 した ドス ト エ フ ス キ ーの 蔵書 目 録 に は ，
ス ウ ェ

ーデ ン

ボ ル グ （x ウ ェ
ー

デ ン ボ リ
。 1688− 1772）に 直接関連 の あ る書物が三 点載 っ て

い る。

　1）　ア ク サ ー コ フ
， A ．H ． 〔有名 な ア ク サ ー

コ フ 父子 とは 直接の 関係は ない
。

降霊術 の 方で 当時知 られ て い た 人〕， 『ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ に よ る福音書 。

ヨ ハ

ネ福音書の 五 つ の 章 と
“

対応
”

の 諸例に 関す る研究 に 基 くそれ らの 章の 霊的意

昧の 説明 と釈義』 ラ イ プチ ッ ヒ
， 1864年。 〔

“

対応
”

とは こ の 地 上 の 現象界 と，

地上 の 生者 に は 見 えな い 霊 界 と の 間 に は ， あ らゆ る面で
“

対応 correspond −

ence
”

の 関係が成立 っ て い る こ と 。
こ れは ス ウ ェ

ー デ ン ボ ル グ の 神学 の 根幹

を なす 考えで あ る 。

一 一中村〕

　2）　 ア ク サ ー コ フ
， A ．　 II．訳 ，

　 rス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グの 見 聞 した 天界 と精霊

界 と地 獄 に つ い て 』 ラ テ ン語か らの 翻訳 。
ラ イ プ チ ッ ヒ

。 1863年 。

　3） ア ク サ
ー

コ フ
， A ．　 H ．

， 『ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グの 理 性 論 。 聖 書に 関す る

ス ゥ ＝
一デ ン ボ ル グの 教 えの 批判的研究』 ラ イ プ チ ッ ヒ

。 1870年 。

　 グ ロ ス マ ン の 作製 した そ の 蔵書 目録を 日本 語に 訳 した と き ， 「あ とが き」 に

私は こ う書い た 。

　「特に 後期の 〔ドス トエ フ ス キ ー
の 〕作品 で 自覚的に な っ て い る と見 え る グ

ノ ー シ ス や 黙示 録 と共 通す る考えは ， 病人た ちに ふ れ 自身 も病気をか か え癲癇

の 発作前 の 恍惚感に 比 べ れ ば こ の 世 界に 生 きる こ とは ま こ とに 苦 しみ で あ っ た

ドス ト＝ フ ス キ ーが
，

こ の 目録に ある ヴ ィ ザ ン チ ン の 修道僧や ，
ス ウ ニ

ー デ ン

ボ ル グを は じめ 当時の 有名 な宗教家た ち （勿論 ヨ ブ記や新約聖 書 ， 聖者伝 ， 経

外典的な伝承 ，
ソ ロ ヴ ィ ヨ

ー
フ の 暫学等 もだ が ）の 信仰の 考え をわ が もの と し

つ つ 生み 出 して い っ た もの で あろ う。」（『ドス トエ フ ス キ ー の 蔵 書』 日本 ドス

トエ フ ス キ ー協会資料 セ ン タ
ー

刊 ，
1973年）

　こ れ ま で に 私 の 読 ん で い た ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ の 著 作 は

，

ニ ュ
ー ヨ ー ク の

Swedenborg 　 Foundation か ら出て い た
“ Heaven 　 and 　 Its　 Wonders 　 and
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Hell　from　Things　Heard　and 　Seen　by　Emanuel　Swedenborg” 一
冊だ け

だ っ た 。
こ の 本は一

般 に 『天界 と地獄 』 と呼ばれ て い るが
， 原題は

“ De　coelo

et 　ejus 　mirabilibus
，
　et 　de　inferno” とい い

，
ア ク サ

ー
コ フ の 露訳 した の も

こ れなの で あ っ た 。 『文学遺産』第86巻78頁に テ ク サ
ー

コ フ 訳の そ の 本 の 写真

が載 っ て い る 。 天 眼鏡 で 見 る と ラ テ ン 語の 原題が 付記 して あ るの が見 え る 。

　 こ の 『天界 と地獄』 に 書か れて い る ， 例 えば子供 は 無垢 （innocent）で ある

か ら天 界 で 高い 位 置が 与 え られ る とか ， 「新 しい エ ル サ レ ム の 時 代」が や っ て

来る とか ， 天界で は 「時間」 が 無 く 「状態の 変化」が あ るだ けだ とか い っ た こ

とは ，
ドス トエ フ ス キ

ー
の 小説 で 出会 う考 えや言葉 と重な っ て ， 大 変面 白か っ

た の を覚えて い る 。

　 似て い る と感 じた の は そ うい っ た 考 えばか りで は な い
。 ドス トエ フ ス キ ーが

「あ の 世」 や 「向 こ う側 」を と らえ よ うとす る と きの 手 法 は ， 教 会がキ ャ ノ ナ

イ ズ した教義に 則るの で は な く，
い わば 「私的」 な 視覚触覚が と らえた イ メ ー

ジや感触の 記述で あるが
，

ス ウ ＝
一デ ン ボ ル グの 霊界見聞 もそれ と同種類 の 記

述なの で あ る 。 『お か しな男の 夢』 な どは ，
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グ を 下敷 きに し

て 書か れ て い る の で は な い か と さ え思 わ れ た 。 （そ の こ とは 筑摩書房版 ドス ト

エ フ ス キ ー
全集月報13， 14

，
15， に 書い た 。 1971年11月）。

　そ うした 考えや と ら え方 は ， ドス トエ フ ス キ ーが 妻 マ リヤ の死 に 際 して 書い

た有名な 「1864年 4 月16日」の 断章に も明 らか に 見 て とれ る もの で あ る 。
こ の

断章に 私 自身 は ユ ー
ト ピ ア 社会主義の 考 え方を感 じて そ の 面か らばか り考察を

加えた の だが （「ドス トエ フ ス キ ーの ユ ー トピ ア 」， 『夊学』 1977年 12月），
H ．

D ．Spoer1が
“Americana ”

の
‘Swedenborg ’

の 項で 解説 して い る とこ ろ に よ

れ ば ， サ ン ・シ モ ン
，

フ ー リエ な どの ＝ ・ ・一 トピ ア ン た ち は ，
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グ

の 強い 影響を受けて そ の 世界観 と教説を形成 した の だ との こ とで ある。 そ う教

え られ て み れ ぽ ，
フ ー リエ の 弟子 コ ン シ デ ラ ン の 描 く理想社会 は ス ウ ヱ

ーデ ン

ボ ル グの 「天界」 とそ っ くりで あ り （コ マ P 一 ヴ ィ チ 『ドス トエ フ ス キ ーの 青

春』 145頁以下参照），
ドス トエ フ ス キ ーの 「4 月16日」 の 断章 もま た その 延長

線上 に あ る こ とが わか る 。 ドス トエ フ ス キ ーが そ の 断章で 語 っ て い る ， 「地上

に お け る人間は 過渡的状態に ある」 の で あ っ て 「向 こ う側（TaM ）で は 生存は 総

合的に 充足 した もの
， 永遠に 楽 しむ もの で あ り，満ち足 りた もの で ある 。 それ

故そ の 生に と っ て は時間は もは や 存在 しない だ ろ う」 とい う考え は
，

ス ウ ＝
一

デ ン ボル グの 『天 界 と地獄 』 と完全 に 合 致 す る 。 「未来 の 生 」 で は 人間 は 「自

分の 窮極的本性の 成分の 中へ
， 即ち キ リ ス トの 中へ 入 っ て ゆ くとい う，

グ ノ ー
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ス チ ッ ク （gnostic）な人間観 ・ キ リス ト観 も， 「われわれは様 々 な種類に 分か

れ て暮 ら して ゆ くだ ろ う」 とい う 「窮極の 生 」で の 人間の 種別 に よ る生 活の 考

え も ，
ス ウ x 一デ ン ボ ル グ と同 じで ある。

　 ス ウ ェ
ーデ ン ボル グの 「天界」 は ユ ー トピ ア ン た ちに よ っ て 「地上 の 楽園」

に 描 きか えられた の で あ り， ドス トエ フ ス キ
ーが ユ

ー
ト ピ ア社会主義に あれだ

け深 く感化 された とい うこ とは ， 彼 もまた ス ウ ェ
ーデ ン ボル グの 遠い 弟子の 一

人で あ っ た と言 っ て よい わ けなの で あ る 。 （但 し ， 結婚に つ い て の 考 えは 対比

をな して い る 。 ス ウ ェ
ーデ ン ボル グは 「

一
人の 夫 と数人 の 妻 との 間に は 真の 結

婚愛は あ りえな い 」 と して
一夫一

妻制を麦持す る 〔§379〕。
ドス トエ フ ス キ

ー

は ， 結婚 とは 「ヒ ュ
ー マ ニ ズ ム か らの 最大 の 逸脱で あ り，

一
組 の 男女をみ ん な

か ら完全に 孤立させ る こ と」で あるか ら ， み ん なが和合する ， 「未来の 生」 で

は 「妻を娶 る こ と」 は 無 くな る ， と考 える 。 ）

　い ま書い て きた よ うな ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グに つ い て の 関心が 細 々 なが ら続い

て きた とこ ろ へ
， 先 日た また ま手に と っ た Czeslaw　Milosz の 著書

“ Ernper−

or 　of 　the　Earth　　Modes 　of 　Eccentric　Vision”

（Univ．　of 　California　P ．

1977）に
“Dostoevsky　and 　Swedenborg ”

とい う論文が載 っ て い るの が 目に

とま っ た 。 読ん で み る と， 私の 予想 と合致す る考 え もあ り ，
ドス ト エ フ ス キ ー

の キ リ ス ト教に つ い て 考えるに 参考に なる考察もある 。

　こ の Miloszの 論文 は 24頁 ， 六 節か ら成 っ て い るが ， こ こ で は ， 私の 興味を

惹い た 二 点に つ い て敷衍を 試み ， 短い 感想を 書い て お きた い
。

　Milosz は
，

ドス トエ フ ス キ ーを ス ウ ＝
一デ ン ボ ル グ と繋げて 採 りあげる理

由は 二 つ あ る と言 う。

一・
つ は一ヒに 言 っ た 「蔵書」 に よる結び つ きで あ り ，

い ま

一
つ は ， 広 くロ シ ア の 歴史に か か わ る理 由で あ る。

こ の 二 つ 臼の 理 由が 私た ち

に 色 々 な こ とを考え させ る
。

　「ロ シ ア が 文 化的に 停滞 して い た こ とに よ っ て ，
ロ シ ア の 知識人 は

， 西欧の

科学思想の 急激な襲撃を受け る破 目に な っ た 。 それ は
， 数世紀が 数十年に 圧縮

され て 襲い か か っ て ぎた 態の もの で あ っ た 。 宗教思想家と して の ドス トエ フ ス

キ ーが 多 くの 面 で
， 彼 よ りも前に ，様 々 な科学上 の 新説が もた らす （宗教に 対

する）衝撃的侵食に抵抗 した 西欧の 宗教思想家た ちに 似 て い る の は ， そ の た め

で ある 。」

　 こ の Milosz の 指摘は ，

“
ロ シ ア に は 西欧の 中世が 無 か っ た

”

と言わ れ る ロ
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シ ア の 歴史の 重要な
一

面に ふ れ て い る 。
マ サ リ ッ ク が 「ヨ ー P ッ パ の 少年時代

を保持 して きた ロ シ ア 」，
ピ ョ

ー
トル とそ の 後継者た ちに よ っ て 「近代化」 さ

れ ね ばな らなか っ た ロ シ ア と して と らえ た 事態 と もそ の 指摘は 結び つ く。 ドス

トエ フ ス キ
ー

が パ ス カル に 似た 面を 持 っ て い る の も， 彼の 思 想に 科学的合理 性

と神秘家風独断が 同居 して い る理 由 も，
こ の 「後か ら来た 」 ロ シ ア と西欧科学

思想 との 急激 な出会い に よ っ て 説明す る こ とが で きな くな い
。 近代の 実験科学

の 成果 を受け容れて ，
セ

ー
チ ェ ノ フ の 『脳 髄 の 反射作用』 を 理 解 で きる頭脳 で

あ りなが ら ，
い や ， そ うで あ っ たか らな お ， 「霊魂 の 不 滅」 や 「不 死」 を ， 神

学上 の 術語や教義 と して で は な く， 事実 と して 問わ ずに は い られない
， そ うい

う 「近代人」 で ドス トエ フ ス キ ーは あ っ た 。 キ リー n フ や フ ヨ
ー ドル ・カ ラ マ

ー ゾ フ の 問は
， そ うい う ドス トエ フ ス キ ーか ら生 まれ て い る。

　「そ の 時代の 理 性主 義的科学に 直面 した 神学者で あ っ た ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ

は
，

キ リ ス ト教に 積極的攻撃的な釈 義を ほ ど こ す道を進 ん だ 。 それ に 似た 傾向

が ドス 1・エ フ ス キ ー に も認め られ る」 と Milosz は 言 う。

　 ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グが 厂三 位

一
体」説 を否定 し唯

一
全体 な る神を主 張 し ， 霊

界 と こ の 世 とを一一Neが りの 世界 と して 解 明す る の は ， そ の 釈義 の 例 と言 っ て よ

い だ ろ う。 そ して 「それ に 似た 傾向」 （宗教 の 教 えは 自分の 信 条 と し ， 世界解

釈に は それ とは 別 の 知 識を あて は め る二 足 の 草鞋で は な く， 自然と宗教を一 元

的に 解 明 し よ うとす る 傾向）は ，
ユ

ー
ト ピ ア 社会主 義 とい う 「新 し い キ リ ス ト

教」 に 心 酔 した ドス トエ フ ス キ ーに 確か に 認 め られ る 。
い や ， それ は 独 り ドス

トエ フ ス キ ーだ けで な く，

一 皮む けば み ん な求道者 の 顔を して い る と言わ れ る

十九世紀 卩 シ ア の 知識人の 多 くに 認め られ る傾向で は な い か 。
コ マ P 一 ヴ ィ チ

が 「ドス ト・・＝ フ ス キ ー
の 青春」 で 示 した よ うに ， 十九世紀 中葉の P シ ア 知識人

の 頭の 中で は 「キ リス ト教徒的憧憬一1が しば しぼ 「実証主義的 無 神 論 的 世 界

観」 と交錨 して い た の で あ る 。 技師キ リー 卩 フ が 「P シ ア の 神学生」 で あ る の

は
， 象徴的で さ えあ る 。 ドス トエ フ ス キ ーた ち の 信 じた 「新 しい キ リス ト教」

に は 現実社会の 不 合理 な悲惨を解消すべ きだ とい う社会正 義の 要求が 加わ り，

そ こ に は 自然 と神を め ぐる神学 で あ っ た ス ウ ［L−一デ ン ボル グの 神学の 膨脹が見

られ るが （フ ラ ン ス 革命を経 た 後の 時代が そ こ に あ る）， そ の 世俗の 問題 自体

が
， 神の 経倫 との か か わ りで 意識 され て い た 。 そ して 人類 の 進歩 の 究極 に 待望

され て い た 「地 上 の 楽園」 は
， 世 俗の 事 で あ りなが ら，前に も言 っ た よ うに

，

「天界」 と接 して い た 。 逆に 言 えば 「終末」 がば ら色に 塗 りか え られ て 社会の

進歩 とい う人 間的次 元 に 移 され た の で あ る 。 つ ま り，

ユ
ー

ト ピ ア 社会主 義者た
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ち もまた 厂キ リ ス ト教に 積極的攻撃的な釈義を ほ ど こ す道を進 ん だ」人た ち だ

っ た と言え るの で ある 。

　そ し て ドス トエ フ ス キ ーの 場合 は ， キ リ ス ト教 に 社会改良思想 と して の 「釈

義」 を ほ どこ しただ けに とど ま らず ，
キ リ ス ト教 に 「理 性主義的科学」 の 考え

　 じ

を直か に あて は め る 傾向が顕著 で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ ど

　Milosz は そ の 論文 の 中程 で
， 有名な ドス トエ フ ス キ ー

の フ ォ ン ヴ ィ
ー ジ ナ

宛 の 手紙を 引用 し て い る 。 ドス トエ フ ス キ ーが 「た とい 誰か が わ た しに
， キ リ

ス トは 真理 の 外 に あ る と証明 した と して も， そ して 真理 が キ リ ス トの 外に ある

こ とが事実 で あ っ た と して も， わ た しは 真理 と共 に よ りは む しろ キ リス トと共

に と ど ま りた い と思 うこ とで し ょ う」 と書い て い る ときの その 「真理 」 とは
，

「い わ ゆ る 自然科学的世界観 （the　so −called 　scientific 　Weltanschauung）」
で ある ， そ う Milosz は 見 て い る 。 私 もそ うな の だ ろ うと思 う （「ドス ト＝ フ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と

ス キ ーの ユ ー ト ピ ア 」参照）。 そ う解る こ とは ， 同 じ手紙 の 中 の 「わ た しは 時

代の 子 で す 。 わ た しは 不信 と疑い の 子 で す」 とい う ドス トX フ ス キ ー
の 自己把

握 と も合致す る。 だ か らあの 手紙に は ， 信仰 と理 性 とい う， 西 欧で は 長い 歴史

の ある問題の ・ シ ア 版が あ っ た と言 え る の で ある 。

　「わ た しは 真理 と共 に よ りは む しろ キ リス トと共に と どま りた い と 思 うこ と

で し ょ う」 と言 うとき，
ドス トエ フ ス キ ーは

， 理 性か ら言 えば absurd で ある

「復活 の 主 」の 側に 立 と うと して い る 。 しか し
， 注意 しなけれ ばな らない の は

，

ドス トエ フ ス キ ーは 「不 合理 な る 故に われ 信ず」 とい うテ ル ト リア ヌ 流 の 逆 説

に よ っ て 「自然科学的世界観」の 突 きつ け る冷酷な事実を 回避 し て は い ない と

い うこ とで あ る 。 あるい は また ，
キ ル ケ ゴ ール の よ うに 「内面」「主 体性」「絶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　 　　ゆ　 　　e　　　 コ

望」「賭け」 とい っ た 心 理 的 「実存主 義」 的す りか えに よ っ て 「
一

切な 虚無 に

帰す の か 」 とい う率直な問を曖昧に して し ま うこ とを ，
ドス トエ フ ス キ ーは思

い つ か ない
。 「神を 信 じるか 」 と尋か れ て シ ャ

ー
ト フ は 答 え られ ない で い るが

，

あの と きの シ ャ
ー

ト フ は 「実存主 義者」 な どで は 全然な い
。

　 卩 シ ア の キ リ ス ト教徒 ドス トエ フ ス キ ーは ，
ム ィ シ ュ キ ン や イ ポ リ

ー
ト ・テ

レ ン チ エ フ と同 じ く，
プ リ ミ チ ヴな 「唯物論者」 なの で ある 。 キ リ ス 1・教の 最

大 の 神秘 で ある 「復活」 に つ い て も，
こ の マ テ リア リス トは 「復 活は 現実の 具

休的個人 の 復活で あ り， 〔中略〕実際に
， 具体的個人 と し て ， 現実 に 肉体を ま

と っ て 復活す る」 こ とだ と考 え て い る 。 「もち ろ ん ，
い まの ままの 肉体 で は あ

りませ ん 。 なぜ な ら， 不 死 の 時がや っ て 来て結婚 と出産が行 なわ れ な くなる と

い うこ と
一

つ だ け取 っ て みて も，
こ の 地上 に 起 こ る こ とに な っ て い る最初の 復
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活に お け る肉体は ，
い まの もの とは 違 う別 の 肉体で あろ うとい うこ とは わ か り

ます 。
つ ま りキ リス トの

， 復活の あ と五 旬節に 至 る まで の ， あの よ うな肉体で

あ るか もしれ ませ ん 。 」 （前掲 ドス トエ フ ス キ ー全集月報参照）

　 ドス ト エ フ ス キ ーが 生 涯苦しん だ とい う 「神の 存在の 問 題」 も ， 護教家風哲

学者 の す る 「神 の 存在 の 証明」 とい うレ トリ ヅ ク とは 別 の こ とな の で ある 。 十

九世紀 ロ シ ア の 百 姓 は ， 洗礼 に実際 に 医療効果 が あ り聖餐 の パ ン は実際 に 長命

不 死を もた らす と感 じて い た ， と Stender−Petersen は 書い て い る （『ロ シ ア

研究』）Q ドス トエ フ ス キ
ー

の マ テ リア リズ ム は
， そ の 百 姓 の マ テ リ ア リズ ム が

突如 「自然科学的 世界観」 をわ が もの に した もの で あ っ た の だ ろ うか
。

だが
， 「唯物論者」 ドス ト エ フ ス キ ーを養 っ た 力 と して 彼 の 病気を見落 す わ け

に は い か な い
。 そ の 病気は 彼 とス ウ ェ

ー デ ン ボ ル グ とを結び つ け るは た らきも

して い た だ ろ う。

　 ドス ト エ フ ス キ ーは 『作家 の 口記』 の
， 予言能力を 論 じた か な り長 い 草稿

（1877年 5 ・6 月号に 予定 して い た 草稿）の 中で ，
ス ウ ェ

ー デ ン ボル グに つ い て

次 の よ うに 書い て い る 。

　「ス ウ ヱ
ーデ ン ボ ル グの 予言の 方が 〔こ の 直前に ドス トエ フ ス キ ーが 採 り上

げて い るフ ラ ン ス 人 の それ よ りも〕信憑性 が 高い よ うに 思 われ る 。 彼 は 高名な

学者で あ っ て ， そ の 当時 ， 鉱物学並 びに 採鉱技術 の 面で 祖国 に 大 い に 益 を もた

ら した人で あ っ た 。 彼は何点か の 神秘家的著作を な し， 天界 ， 精霊 ， 天国 と地

獄 に 関す る驚 くべ き書物を著 した 。 自らそれ を実見 した 者 と して 彼は こ う断言
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　　つ

した ， 即ち ， 死後の 世界が彼の 前に 開か れ ， 彼は 何度で も， また 何時で も， そ

の 世界 を 訪 ね る こ とが で きた し， あ らゆ る死 者 た ちを ， 高 きに い る霊を も低 き

に い る霊を も見る こ とが で き， それ らの 霊 と交渉を持 っ た
， と 。

ス ウ ェ
ー デ ン

ボ ル グに つ い て は また ， 次 の よ うな こ とが 伝 え られ て い る 。 彼 は ， 皇族 中の さ

る方の 死後そ の 所在場所の わ か らな くな っ て い た或 る重要書類 を探 し出 した の

で あ るが ， それ を探 し出すた め に 彼 は 態 々 霊界へ お もむ き ， 故人 と話 を し て き

た の で あ っ た 。 〔ドス ト エ フ ス キ ーは 二 つ の 言 い 伝 えを 一
つ に 合わせ て し ま っ

て い る 。
こ れ は有名な言 い 伝えで どん な ス ウ ェ

ーデ ン ボル グ伝に も載 っ て い る 。

ア クサ
ー

コ フ 訳 の 本に も載 っ て い る との こ とで あ る 。 それ は カ ン トの 『視霊者

の 夢』 に も引か れ て い る 。 〕天界 ， 地獄 と天国に つ い て の ス ウ ェ
ー デ ン ボ ル グ

の 書物が 嘘を含 まな い 正直 な もの で ある とい うこ とに は ， 微塵 の 疑い もあ りえ

ない
。

しか し
， 同時に

， そ の 書物が 幻覚 〔ハ ル シ ネ ー シ ョ ン 〕の 一 壮年期を

過 ぎて 始 ま り25年 間 も続 き ， ．IE．に 注 目すべ きこ とに 彼 の 自然 科学者 と して の 活
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躍 の 最 も稔 り豊か な時期に 続い て い た 幻覚 の 一 産物 で あ る こ と もまた ， 全 く

疑 い を 容れぬ と こ ろな の で ある 。
こ の 書物が幻覚の 産物で ある こ とは ，

こ れ を

読んだ人 の 例外な く確信す る とこ ろ で あろ う。 」

　『女 ある じ』 の オ ル ド ウ ィ ノ ブ や 『虐げ られ た 人 た ち』 の イ ワ ン ・ペ ト ロ
ー

ヴ ィ チ な どの ドス トエ フ ス キ ー の 白画鯲 と 目され る人物の 幻覚を思い 出せ ば明

らか な よ うに
， ドス トエ フ ス キ ー 自身が ス ウ ェ

ー デ ン ボ ル グ と類似の ハ ル シ ネ

ーシ ョ ン の 長きに わた る体験者だ っ た 。 だ か ら彼は ，
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グの 書

物 は 「嘘を 含 ま ない 正直な もの で ある」 と事実確認を して い るの で あ る 。 ス ウ

ェ
ー デ ン ボ ル グ は 白分 の 体験を ， 「背中に 人 の 気配を 感 じる 」 とか

， 部 屋 の 床

に 「蛇や ガ マ ガ エ ル な どの 気味 の わ る い 生 きもの が突然の よ うに 湧 き出 て くる

の を見 た 」 とか ， 霊魂が 肉体を脱す る と き 「私は 眠 っ て い る の で もな く， とい

っ て 目ざめ て い る の で もな い とい う特捌 な感覚の 中 に い る」 とか
， 「外部的な

肉体的な感覚 は 全て 眠 っ て し ま う」 の に 「霊 と して の 感覚は ます ます醒め て は

っ き りして くる 。 霊 として の 意識 の 中で の 視覚 聴覚， さ らに 触覚に い た っ て

は ，普通の ときの 50倍 も 100倍 も鋭 くな っ て い る の が 自分で も解 っ て くる 」 と

語 っ て い るが （『私は 霊界を見 て 来た 』今村光一 抄訳 ・ 編），
こ れ らの 体験の 記

述は すべ て ドス トエ フ ス キ ー
の 作品 の 中に も殊 ど同

一
の もの を見 出す こ とが で

きる 。

　ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グの 霊界体験 の 特黴 は

， そ れが
， 彼岸の 霊が 降 っ て 来 て ス

ゥ ェ
ーデ ン ボ ル グ に 憑 くの で は な く， 常に

， 彼自身が一
種の 仮死状態に 陥 っ て

彼の 霊が 肉体か ら遊離 して 別 次元 の 世界 へ 入 っ て ゆ くとい う分裂の 体験 だ とい

うこ とで あ る 。 今 日の 「深層心理 学」 は こ の よ うな 体験の 事例 を 他に も持 っ て

い るの で は な い だろ うか 。

　 ドス ］・エ フ ス キ
ー

もまた 同 じ く 「死者 の 世 界に 接す る」 「神秘 的 恐 怖」 （『虐

げ られ た 人た ち』）の 体験を持ち ， 「分裂」 の 考察に か けて は何十年間 も観察者

と被観察者を兼ね る仕事 を して きた 人 だ っ た 。 だ か ら彼 は ， ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル

グ の 書物の 「事実」 で あ る こ とを 「確信」 で きた の で ある 。

　 ドス トニ フ ス キ ーは 幻覚に 憧れ た りそれ を態 々 こ し らえ て 文学的装飾 に 仕立

て る趣味は 持 ち 合わせ て い ない
。 幻覚は 彼に と っ て 苦 しい 病気の 事実だ っ た

。

ス ウ ェ
ーデ ン ボル グ の 幻覚 の 記述を 手が か りに

， 霊界の 実在を め ぐる議論を始

め る 気は ドス ト エ フ ス キ ーは な い
。 同 じ経験を 持つ 者 は

， 他人が その 経験を語

る ときに は か え っ て 冷静に な る もの で あ る 。 （分裂の 経験を語 っ て ぎた 女 性 に

対す る ドス トエ フ ス キ
ー

の 返 事 も， 大変冷静な もの で ある 。 188 年 4 月13日付
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　 　 　

ユ ン ゲ宛 の 手紙参照）一 だが
， 自ら語 り出す ときに は ， 人 は や は りそ の 自分

　

の 事実 に よ っ て しか 語 りえな い とい うこ とは ， 今更言 うま で もな い
。

ス ウ ＝
一

デ ン ボ ル グの 書物を 「幻覚の 産物」 と確認 し自分の 分裂を 「病気」 と して 冷静

に 把握 で きる 「自然科学的世界観」 の 持主 で あ りなが ら ， その 苦 しい 幻覚の 事

実 の 故に な お 彼は 「あの 世」 を 自ら問わず に い られ な い
。

い や ， そ の 間 は 彼の

「自然科学的世界観」 に よ っ て
一一Jg鋭い もの に な り，

い わ ば 唯物論的有神論 と

し て の 「未来の 生 」 を予見 させ ， 「復活の ときの 肉体」 の 生理 学的条件 を 推 理

させ た の だ っ た 。

　 こ こ で は 論 評 を加 えな い が
，
Milosz の 論文に は 以下 の 節が続 い て い る。

　●「20世紀前半 に お ける ス ウ ＝
一デ ン ボ ル グ」一 こ こ に は ，

バ ル ザ ッ ク
，

ボ

ー ドレ ール
， ヴ ァ レ リ

ー
， ヤ ス パ ー

ス 等 の ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ との 関わ りが採

りあげ られ て い る 。 特に ウ ィ リア ム ・ ブ レ
ー

ク と の 関係が 詳 しい
。 私 もプ レ

ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

クの 詩を拾 い 読み した と き， ドス トエ フ ス キ ー
の 世界感に よ く似 て い るの で 不

思議な気が した こ とが ある
。

ドス トエ フ ス キ ー
（1821− 1881） は ブ レ

ー
ク

（1757　 1827） を読 ん だ こ とは なか っ た の で あるが 。

　  「『罪 と 罰』 に お け る ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ的要素」

一
主 と して ス ヴ ィ ド リ

ガ イ P フ の 「あの 世」 とス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グの 「地獄 」 との 関係が考察されて

い る 。

　●「異教の 開祖 と して の ドス ト エ フ ス キ ー
」
一 こ こ で 読者を ひ きつ ける の は ，

ドス トエ フ ス キ
ー

の キ リ ス ト像が
， 1）完璧な る人問だが ， 死すべ き者 で あ る

キ リ ス ト
， 2）死に 打ち勝 っ た神人 と して の キ リス ト

，
の 二 つ あ る とい う指摘

だ ろ う。 「大 審間 官」 は ユ ー トピ ア 社会主 義の 指導者に 他な らない とい う説や ，

ドス トエ フ ス キ ー
も トル ス トイ も教会か ら見 た ら異端 だ とい う指摘は ，

レ オ ン

チ エ フ も力説 して い る と こ ろ で ， 珍 ら し くは ない
。 （た だ後 に 触れ る よ うに ，

そ の 異端を グ ノ ー シ ス と結び つ けた とこ ろ が興味深 い
。 ）「地上 の 楽園」 は 画一

的管理 社会 と して しか 実現 され えない とい う矛盾か ら脱せ ん と して ドス トエ フ

ス キ
ー

は 「聖 な る P シ ア 」 へ 走 っ た の だ ， とい 5大胆 な主 張 も面白い
。

　  「人間 的な る もの と神秘的な る もの 」
一 前に ふ れ た フ ォ ン ヴ ィ

ー ジ ナ 宛

の 手紙 は こ こ で と りあげ られ て い る 。

　最後の 二 節 「哲学 と グ ノ
ー シ ス の 襲撃 （The　Ons正aught 　 of 　Philosophy

and 　Gnosticism）」 と 「問題を解 こ うとす る ドス トエ フ ス キ ーの 試み （Dosto一
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evsky
’

s　Attempts　to　Solve　the　Problem）」に つ い て は 簡単に 感想 を書い て

お きた い
。

　主 題が 大 きす ぎて Milosz の 論の 中に は 収 ま りきらな い 印象が竢い が ， 要す

る に
，

ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ と共 に ドス ト エ フ ス キ ー も ，

グ ノ
ーシ ス の 流れ を受

け継い で 独 自の キ リ ス ト教解釈を生み だ した の だ とい う考 えが述べ られ て い る 。

前に 言 っ た 「キ リ ス ト教に積極的攻撃的な釈義を ほ ど こ す道」が過去の どの 道

と繋が っ て い た か が 明らか に され るわ けで ある 。

　「様 々 な推論に お い て グ ノ
ーシ ス 異端が その 核心部に 抱い て い た の は ，

こ の

悪なる 世界に 対す る憤 りで あ っ た 。
こ の よ うな悪 の 因を なす神は ， 至高の 存在

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まこ と

で あ る筈 がな い 。 それ に 対 して ， キ リス トこ そ は 真の 神なの で あ る 。 ある い は

真 の 神を表示す る者なの で あ る。 や が て マ ニ 教 徒が こ の グ ノ
ーシ ス の 拓 い た 道

を 進ん で い っ た 。 それ 以来， キ リス ト論は ， 様 々 な異端 の 徒の 偏愛す る領域で

あ り続けた 。 彼らは 「創造」に 対 して 「救済」を 対 置 し ， 「エ ホ ヴ ァ 」 に 対 し

て 「救い 主」 を対 置 し よ うとす る傾 きが あ り， 「ケ ノ ー シ ス （kenosis）」 に よ

っ て 白らの 神 と して の 属性を 「虚 し くした 」 キ リス トの 入問性に 歓喜する傾向

が あ っ た 。 ドス トエ フ ス キ ーの 主 要な小説に は ， 潜在的に で あれ顕在的に で あ

れ ，
こ れ らの 問題がすべ て 存在 して い る 。 」

　 グ ノ ー シ ス に つ い て 語 るに Milosz が 依拠 して い るの は 主 と して ハ ル ナ ヅ ク

の 研究で あ り， それ だけで は グ ノ
ー シ ス の 歴史 と教説の 紹介 と して は 不 十分だ

と批判す る こ とは 容易だ ろ う。 しか し ，
い ま は グ ノ

ー シ ス の 個 々 の 事実に か か

わ る批判は 必要で な い
。

グ ノ
ー

シ ス は ， 宇宙に お け る人間存在の 意味を 辻褄の

合 うよ うに 説 明 し よ うとす る人 間 の 「知識」 の 歴 史 の
一

つ の 証言な の だ と言 っ

て よい だ ろ う。
グ ノ ーシ ス は ，

こ の 世界に あ っ て 自らを あたか も異那 人の よ う

に 感 じる人間 の 深い 感覚に 発 し， こ の 世界の 誕生 と悪 の 起源を問 う。 それは ，

わ れ らは何処 よ り来た りて 何処 へ 行 くの か ， われ らは 何者 なの か とい う根源的

な問 に 答え よ うとす る 人類の 古 くして 新 しい 声 の
一

つ な の だ 。
ハ イ デ ヅ ガ ーを

さえ グ ノ ーシ ス の 徒 と見なす研究者 さえい る の で ある 。

　 Milosz は ， 成立 後間 もない キ リ ス ト教の 巾か ら異端 と して排拆 され て い っ

た グ ノ ー シ ス が ， ル ネサ ン ス 以降 ， 「ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム 」 と共 に 様 々 なか た ち で

復興 し て きて ，そ れが ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グに も流 れ込 ん で い る の だ と とらえる 。

それ は ， 立 証す る となれ ば厄介な作業を必 要 とす る だ ろ うけれ ど ， 間違 っ た と

らえ方で は ない だ ろ う。

　前 に も言 っ た よ うに ，
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グは キ リ ス ト教各派の 奉持す る 「三
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位
一

体」 の 教義に 抗い
， キ リ ス トこ そ唯

一
な る神で あ る と主 張 した 。 彼に あ っ

て は 「契約」 とか 「審判」 とい う考 えは 稀薄 で あ り， 人 間 の 帰 るべ き天 界 は こ

の 世 と 「対応 （correspond ）」 して お り， 神は 無限に 大 きな 厂人間」 な の で あ

る 。 彼の 神学 は 基 本 的に キ リス ト中 心 で あ り， それ が 人間 中心 で もある の で あ

る 。
Milosz の 言葉を借 りれ ぽ ，

ス ウ ェ
ー デ ン ボ ル グは神 と宇宙を 「人間化 し ，

均一 化 した （humanized 　and 　homogenized ）」 の で あ り， そ うす る こ とに よ
　 　 　 　 　 　 　 つ い

っ て
，

こ の 世 と対 をなす 「新 しい エ ル サ レ ム 」 を見 た 。
ドス ト エ フ ス キ ーの キ

リス ト教 もまた あ くまで 人間中心 で ある 。 彼 もま た ， 「〔神 で あ る〕己 を虚 し く
　 　 　 し も べ

して弱 僕 の か た ち」 を と っ た 人間キ リス ト を こ そ 「ロ シ ア の 神」 と した 。 彼

もまた ス ウ ェ
ー デ ン ボ ル グ と同 じ く，

ヨ ハ ネ 福音 書 と黙示 録を 最 も重 ん じた 。

ドス トエ フ ス キ ーが こ の 被造世 界の 悪に 強 くこ だわ り， 罪 の 報い と して の 悲惨

とい う教 えに 疑い を発 して い た こ と は よ く知 られ て い る 。
ドス トエ フ ス キ ー も

また
，

ロ シ ア の 宗教伝承を 一
つ の 手がか りに しつ つ

， 神を 「人間化」 し
， 宇宙

を 「均一 化」 して ， 天 国を望み 見た 人 だ っ た と言 っ て よい だ ろ う。 『罪 と罰 』

の マ ル メ ラ ー ドブ も， 『カ ラ マ ー ゾ フ の 兄弟』 の ア リ ョ
ー シ ャ

。 カ ラ マ ー ゾ フ

や ゾシ マ も， その こ とを示 して い る 。
IY｛ilOSZは 長老 ゾ シ マ の 語 る 「祈 り， 愛，

そ して 他界 との 接触」 （『カ ラ マ ー ゾ フ の 兄 弟』 第六章 の 三 ） に ， グ ノ
ー

シ ス を

受け継 ぐス ウ ニ
ーデ ン ボ ル グか らの 影響を見出 して い るが ， それ は 妥当な 推測

だ ろ う。 グ ロ ス マ ン も 『ドス トエ フ ス キ ー
の 蔵書』 の 前 書 きで そ の こ とを 指摘

して い る 。

　 「ドス トエ フ ス キ ーは ， 彼の 前 に ス ウ ェ
ー

デ ン ボ ル グ ・ ・ … 　　 が そ う し た

よ うに
，

こ の 異端的な考え を吸収 して 自分 自身の キ リス ト論の 中へ 統合 し よ う

と懸命に 試みた の だ 」 とい う Milosz の 結論は 必 ず し も強 引な もの とは 言 え ま

い
。 　　 そ の 結論に 至 る ま で の 例証の お お まか な の は 無理 もな い こ とだ と私 自

身 は思 うけれ ど ， も しそれ を補お うとい うの で あれ ば ，
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グ の

神学思想の 構図の モ デ ル を恐 ら くク ザ ー
ヌ ス や ス ピ ノ ザ あた りに 探 さねばな ら

な い だ ろ うし ，
ス ウ ェ

ー
デ ン ボ ル グか らサ ン ・シ モ ン

，
フ ー リエ へ の 橋を具体

的に 辿 らね ば な らない だ ろ うし ， 十 九世紀四 〇年代の 卩 シ ア 知識人に と っ て は

フ ー リエ と 「共存」 して い た フ ォ イ エ ル バ ッ ハ の 宗教論 も検討しな けれ ばな ら

な い だ ろ う。
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グの 「対応」 の 神学 は ，
フ ォ イ エ ル バ ッ ハ を 介

して も伝 え られ て い た の で ある （『キ リス ト教 の 本 質』第 10章 「神秘主義の 秘

密 ， また は 神に お け る 自然 の 秘密」 参照）。 そ うな る と考 察は ヘ
ー ゲル に ま で

広 が っ て ゆか ざるをえ な くな るだ ろ う。
ユ ー トピア 社会主義が ドイ ツ観念論 と
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結 び つ い て い た こ とは コ マ ロ ー ヴ ィ チ が 言 っ て い る し （「ドス トエ フ ス キ ー の

青春」），

ヘ ー ゲ ル に グ ノ ーシ ス の 思考伝統が 色 濃 く流れ て い る こ とに つ い て は ，

エ ル ン ス ト ・トー ピ ッ チ ュ の 精密な実証が あ る （「マ ル ク ス 主義 と グ ノ ー シ ス 」。

r国家学会雑誌』1973年 2 月）。 勿論 ドx トエ フ ス キ ーは ヘ ー ゲ ル の 歴 史 哲学 と

は 無縁 で は なか っ た 。

　 ドス トエ フ ス キ
ー

は 何を試み た の か
， そ して それ は 成功 した の か

。

　「もし罪を知 らない 神人 とい う観念が 何らか の 確か な根拠 （validity ） を持つ

筈だ とい うの な ら， そ れ が ど うい う風 に 確保 され るの か ， 人間性 に よ っ て 少な

くと も暗示 くらい は 与え られ て 然 るべ きで ぱ ない か
，

一 そ う ドス トエ フ ス キ

ーは 言 っ て い る よ うに 思 わ れ る 。
ドス トエ フ ス キ ーが 小 説 の 主 人公 として 完全

に 善なる人間を 創 り出そ うとあれ ほ ど力をふ りしぼ っ た理 由が そ こ に ある 。」

　入間が神人に 連な る光 明の 子 で 本 当に ある の な ら，そ の よ うな人間 の 面影は

描か れ て 然 るべ きで は ない か
。 それ が 作家 ド ス トエ フ ス キ ーの 試み だ とい うの

で あ る 。

　「そ して ドス トエ フ ス キ
ー

は 失敗 した 。 」　　 「完全 に 我欲 を欠 い た ム ィ シ ュ

キ ン 」 は ， 「ス タ ヴ ロ
ー

ギ ンが そ の 自己 愛の 過剰の 故に そ うで あ っ た に も劣ら

ぬ ， 空虚の 怪物」 で ある 。
ア リ ョ

ー シ ャ
・ カ ラ マ ー ゾフ は とい えば ， カ ラ マ

ー

ゾ フ の 黒 い 血 との 繋が りに お い て は 実在感を持 つ が ， 少年た ち の 間で 「宣教活

動」 に 従 うア リ ョ
ー シ ャ は 「メ ロ ドラ マ 調の

， 全 くの お 涙 頂 戴」 で あ る 。 「キ

リス トに 似 た指 導者 ア リ ョ
ー

シ ャ は ， 未来 の ロ シ ア の キ リ ス トの 姿 を暗示 して

お り， 彼は 子供た ち とい う十二 使徒 に 囲まれて い る 。 」 しか し ， 「そ こ に 想定 さ

れ て い る教会は ， ボ ー
イ ・ ス カ ウ トの 班 と化 して い る 。 」

　「神に対 して 〔悪 の 責任を 求め て 〕歯向か い
， 自然の 掟に 抗 う人間の 反 抗 の

歴 史 に お い て ，
ス ウ ェ

ーデ ン ボ ル グ は 調停者 と して 現わ れた 。 彼は 聖な る 書物

の 封印を は が し ， そ うす る こ と に よ っ て 人間の 反抗を 不必要な こ とに して しま

お うと した 。 神が 大い な る人 間 （Man ）で ある とい う神秘を 明 らか に す る こ と

に よ っ て ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グは ，

い つ の 日か と りな しの 聖霊（Comforter）を ，

真理 の 霊を ， 派遣する と語 っ た キ リ ス トの 約束を ， 自分が履行 した の だ と， 即

ち霊が 自分を通 して 語 っ た の だ と ， 確借 して い た の だ っ た 。 」それ に 対 して 「ド

ス ト エ フ ス キ ー
の 反抗 は

，
い か さ ま くさい

， 大仰な倫理的敏感 さ （moral 　sen 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 もと

sitivity ） を帯び て い る 。

“

こ の 世 界の 秩序は 人閭の 倫理的判断 に 悖 る 。
こ の 世

界 は 互 い に 虐待 し合 っ て い る 被造物た ち の 苦 しみ と呻きに 満ち て い る
。

だ か ら
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こ の 秩序は否認 され るべ きな の だ 。 そ して 理 想の 人間 イ エ ス は ，
こ の 自然の 秩

序 と対 峙せ ね ばな らぬ の だ
”

と い うの で あ る 。」

　「ドス トエ フ ス キ
ーが そ の

“

肯定 され るべ き
”

主 人 公を描 くに 失敗 し 続 け た

とい うこ とは ， 彼の 理 想の 人間像が ， あ くまで 柔和で あ くまで 謙遜で 我欲の 全

く無い 人間 とい うユ
ー

ト ピ ア ン （フ ー リエ リス ト）の 理 想像で あ っ た こ とを示

して い る 。 」「しか し，
ドス トエ フ ス キ ーの 重ね た失敗は

， そ の 成功以上 に
，

お

よそ1800年前に 初期 キ リス ト教 とグ ノ
ー シ ス 派 と の 間の 論争 の か た ち で 現われ

た ヂ レ ン マ が い ま も途 切れ る こ とな く続い て い る こ とを証言 して い るの で ある 。

こ の 殴界 の 秩序を本質的に 悪な る もの と して 忌 み 嫌い なが ら， 人間を 神に 似た

もの に しよ うとす るの は ， 危険 な ， 自己 矛盾をは らん だ 冒険なの だ 。 」

　Milosz の 語 る とこ ろ を聞い て い る と ， 「ドス トエ フ ス キ ー
の キ リス ト教」 に

お い て 私た ち は 何に 出会 っ て い る の だ ろ うか とい う問が 自分の 中に も生 まれ て

くるの を 感 じる 。 そ の キ リス ト教は ， 私た ちが 日本 の キ リ ス ト教各派 の 教会で

聞 くキ リ ス ト教 とどこ か 違 っ て い る 。
ジ イ ドが驚い た の も，

こ の 世 の 権威 で も

あ る キ リ ス ト教会が 説い て い る の と は 違 っ た 「個人 と神 との 関係」 で あ っ た

（ジ イ ド 「小演説」）。 もし Milosz の 語る と こ ろ が妥当で ある な ら ば ，
ドス ト

＝ 一フ ス キ ーを 「発見」 した 二 十世紀の 西欧の 知識人た ち も， 私た ち 円本人 も，

紀元二 世紀頃 こ の 世界 と神 との 関係を め ぐっ て グ ノ ーシ ス が発 した 問の 十九世

紀 卩 シ ア に お け る新た な湧出に 出会 っ た の だ ， と言え るの で は ない か
。

　 勿論 ドス トエ フ ス キ
ー

の キ リ ス ト教は ， 彼 自身証言す る よ うに
，

ロ シ ア の キ

リス ト教で ある
。 そ こ に は 官許正教 も， 分離派の 「正教」 も ， ある い は ア ニ ミ

ス チ ッ ク な土 俗宗教 も含 まれ て い た だ ろ う。 （こ の こ とに つ い て は 中 村 訳 『ニ

コ ラ イの 見た 幕末 H本』 の 解説を 見 られ た い
。 ） しか し ， 私 自身何度か 書 い て

きた こ とだ が
， 歴 史上 の 諸宗教が そ うで ある よ うに

， 創造的精神の 豊か な個人

の 信仰 もまた シ ン ク レ チ ス ム （習合 ， 混合） なの で ある 。 病老 ドス トエ フ ス キ

ーの 明視者（clairvoyant ）の 能力 と ユ ー ト ピ ア 社会主義 へ の 心 酔とは
， 彼の シ

ン ク レ チ ッ ク な信仰 の 核心 を な し て い た の で は ない か 。 そ して そ こ に ， グ ノ
ー

シ ス や ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル グ との 共鳴が起 きて い た の で は な い か 。

　公教要理 も知 らず聖書 さえ信仰の 書 とし て 読む こ との 少ない 私た ち が
，

ドス

トエ フ ス キ ー
の 文学 を読 ん で 神に つ い て 語 りた くな る こ とが あ る 。 そ の とき ，

私た ち もまた時空を超 え て グ ノ ー シ ス の 徒が発 した 間に 出会 っ て い る の で は な

い だ ろ うか 。 そ の と き私 た ち もま た ， ま さ し くこ の 世の 者で あ りなが ら ， わ れ

らは何処 か ら来 て 何処 へ 行 く者 な の か と問 うて い る の で は な い だ ろ うか 。
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         On  Czeslaw Milosz's "Dostoevsky
 and  Swedenborg"

                                       Ken'nosuke  NAKAMURA

   Czeslaw Milosz's essay  
"Dostoevsky

 and  Swedenborg'' in bis book 
"Emperor

of  the  Earth'' (Univ. of  Califernia P. 1977) interests us  in the following two

points :

  1) the essay  has made  it sufficiently  clear  that Dostoevsky as  a  religious

   thinker  had 
"the

 so-called  scientific  Weltanschaung''. This fact helps us  to

   understand  without  embarrassment  Dosteevsky's materialistic  reasoning  as

   to the  theological  problems  such  as  
"Re$urrectien"

 or  
"the

 Other World".

 2) C. Milosz  finds Gnostic  way  of  thinking  in Dostoevsky's  Christology,

   ,which  can  be  traced  back through  Saint-Simon and  Fourier  to Sweden-

   borg. Here  also,  we  feel, Milosz has  shown  a  keen  historical insight into the

   somewhat  heretical Christology of  Dostoevsky.
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